
岐阜市の一体的実施

市とハローワークが連携して、市役所福祉事務所生活福祉課内の
はたらき支援ルームにて職業紹介等を実施。

この協定の締結により、生活困窮者の早期就職に向けた就労支援の強化・充実が図られ、自立
への支援の一層の強化と利便性向上を実施。

市 国

① 事業内容
・就職支援ナビゲーターより、市役所福祉事務所生活福祉課内のはたらき支援ルーム
で生活困窮者に対して求人情報の提供、職業相談や職業紹介を実施

② 協定・事業計画
・岐阜市長と岐阜労働局長の間で協定（＊）を締結
・数値目標を盛り込んだ事業計画を岐阜市と岐阜労働局の間で策定

＊ 協定の実施等について相互に要望することができ、出された要望には誠実に対応する旨を規定。

市役所庁舎内の提供 職業紹介・職業相談の実施等

平成２４年４月２日事業開始



（１） 実施体制

岐阜市 国（ハローワーク岐阜）

（２） 事業目標と取組状況（７年度）

・ 就職支援ナビゲーター２名を配置

・ 求人情報提供用のパソコン１台を配置

・ 面接相談員、就労支援員、キャリアカ
ウンセラー、ケースワーカーを配置

事業内容 事業目標（年度）
取組状況

（令和８年３月末時点）

生活困窮者に対して求人
情報の提供、職業相談、
職業紹介等の実施

利用者数 ２，０００名
支援対象者数      １８０名
就職者数    ２３１名
就職率  ４１．３％

利用者数 １，５８４名
支援対象者数      １３５名
就職者数       ２５６名
就職率  ２８．１％

（参考）前年度目標
・利用者数      ２，０００名
・支援対象者数 １８０名
・就職者数 ２５８名
・就職率   ３６．７％

（参考）前年同月実績
・利用者数 １，２８６名
・支援対象者数 １３０名
・就職者数 ２３３名
・就職率   ２３．８％



一体的実施事業（岐阜市）による就職成功例

 

① 求職者の課題・父親が営むアパレル会社を手伝っていたが廃業。
両親と生活保護受給。他で雇われた経験が少ない。

② 紹介の経過・自宅近くの就業場所を希望。家業がアパレル関係で
あったため、服飾を扱うものを含めて倉庫作業やピッキング、清掃を中
心に、自転車購入を想定した就業範囲で求人を選定。母親の介護認定が
遅れ福祉サービス利用に合わせた求職条件の絞り込みができず。母親は
最近がんが見つかり通院に同行が必要なことや施設入所の父親の容体が
気になり就職に消極的であった。母親のデイサービス利用時間を考慮し
た求人票を提供。自宅近くの学校用務・清掃求人に興味を持つも応募を
悩んでいる間に取り消しとなった。応募したい求人がなくなったことで
焦りを感じ始めた。求人が再度公開されるのを待ちながら他の求人も検
討し、介護認定が出たら即応募できるよう履歴書作成等準備を整えた。
母親は日常生活に介助不要、要支援となりそうだとわかったタイミング
で希望の求人が公開され、ためらうことなく即応募となった。

③ 結果 紹介就職 パート クリーンスタッフ/用務

④ 職業相談員の所感・生活保護申請時に求職申込み、就職活動開始
となったが、認知症の父親が脳出血で半身麻痺、寝たきりの状態となり
施設入所。転居を控えている最中の出来事で就職活動ができず。転居が
完了してもがんで骨粗鬆症の母親をひとり置いて仕事に出ることに心配
があり、施設入所中の父親の容体が思わしくなく、就職活動に集中でき
ないでいた。２０年以上家業を手伝い、他に何ができるのか不安も持っ
ていた。心療内科受診を望んでいたが生活保護受給者としての病院受診
には後ろ向き。しかし生活保護脱却は望まないため就職に前向きになれ
なかった。不安な気持ちをじっくり聞き、生活保護範囲内でまずは短時
間からでも就労を始めてみること、働きながら将来を考えることを説き
納得。相談中は帽子を深くかぶりマスクを一度も取ることがなかった。
採用決定後、直接お礼を言いたいと来所された時には帽子を取り、明る
い表情で意気込みを話してくれたことが印象的であった。

⑤ 本人のコメント・今後同職でフルタイム移行も可能で希望が持て
た。まずはパートで経験を積み正社員を目指したい。

男性：５０代 ・希望職種：軽作業 ピッキング
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